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緒　　　　呂

Toxoplasma gondii NェcoLLE and MANCEAUX 1908

は,最初,北アフ　ー)カに於いて　　NIGOLLEand

MANGEAUX (1908)によって, Gondi^Ctenodaciylus

gundi)という噛菌類から発見されたものであるが,

爾来,兎,良,犬,狸,腰などの家畜及び野獣並びに

アヒル,カナリヤ, -ト,カラス,メジロ,ノジコな

どの良禽類の属柿に亘って検出され,宿主非特異性

(Wirtsunspezifitat, WESTPHAL, 1953)を示し,袷

血動物にも苓ピ1:.しイ.lー｢i｢ることが知らるに至った(Ko-

zAR 19S2; MANWELL 1953)｡ Toxoplasma cunicuh

SuRENDOR 1908, Toxoplaーsma ratti SANGIORI 1914-

Toxoplasma vyrogenes CASTELLANI ¥91^,Toxoplasmc

hominis WoLF, CowEN and PAIGE 1914は同種異名と

見倣されているが, WェNSSERC1952)が鳥類に見た1柑

だ桝ま別種と考えられている(PIEKARSKI参照).なお,

分離された助物によって, canis(犬), musc:th(廿日

鼠),caviae(_海塀)等の柾名がつE′ナられたこともある.

Toxoplismaは,1.5-4 × 2-7/i,toxon(弓)と名づ

けられたように､大体に於いて,弧状を呈する原虫であ

るが,半Jー]形,卵形,球形,林檎の干ーL宮子のような形態

を二Eじ,組織及び体液に於いては自由型(free form)

が見られ,組織細胞内に於いては分裂増植して偽胞

嚢(pseudocyst)を形成する.蛸化鶏卵培養の報告

もある.分類学上の位置ほ未決定であって,最初,Leishー

mama屈に入れられ(NェcoLLE and MANCEAUX 1908),

後年　Sporozoa綱が提唱され(HoARE1949ェ),近年,

Leishmania属にするのがよいという言舶ミ再提言さ

れている(wESTPHAL1953).感染媒介動物Cvector)

も確認されていない･

Toxoplasmaの人体感染ほ�､�莊R���#9?��,�.h.姶ｰ

初に報告され, ToRRES (1927,),WoLF and CowEN

(1937), WoLF,CowEN and PAiGE(1939),WoLF(1940),

PINKERTON and WEェ　　　(1940ェ), PINKERTON

and HENDERSON (1941), PAIGE (1942) , GuIMARAES

and MEYER(1942)等によって小児及び成人に漸次に

確認され　CALLAHAN,RussEL and SMITHQ946)によ

って胎内感染幼児1.8例の病デー月ー.学的桧索の成/幸貢が報告さ

れ, AppLEBAUM (1947/48)は46例に就いては叙述

し, KEEN(1948)ば27例を剖検によって確認し, SABヱN

(1942), WEiNMAN(1944),ィCALLAHAN, RussEL and

SMITH(1946)等によって綿密な綜説も発表された

(BELDING参照).
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Toxoplasmaが世界的(cosmoplitan〕と言つても

よい広汎な分布を示すことが斯うして知られた.

Toxoplas'っmの人体感染は,普通,成人に於いては

不顕症であって,主要寄生部位は淋巴節であるがfSuM

1941 ; RoTH and PIEKARSKI 1959),胎内感染を受け

た新生児又は小児に於いてほ,膝絡膜網膜炎^chorio-

retinitis),網膜浮風視神経毒縮又は吉日,脳水腫,

小脳症,脳石灰化,脳髄炎,痴呆などが見られ,新生

児重症黄症(Icterus gravis neonatorum)を呈する

こともあり,また,脳膜炎或いは脳炎様の発熱,唱吐.痩

轡又は麻嘩を発することもあるという(SABIN1941).

Toxoplasna　感染の診断は, Toxoplasma　の検出

が第一義であることば言うまでもないが,補助的手段

として, 1) FRENKEL(1948,/49)のToxoplasminに

よる皮膚反瓜　2) SABIN and OLITZKY(1934)の中

和試験　3) WARREN and Russ (1948), WESTPHAL

(1951/52), PIEKARSKI (1952)の補体結合反応, 4)

SI､BIN & FELDMAN (1948)の色素試験が用いられて

いる.長岡等(1956)は　Toxoplasma　の鏡検的検

査に於いて, 7種の固定液と11種の染色液とを比較検

討した結果,塩酸アルコーレ固定によるメチレン青染

色がギムザ染色に優ることを知ったと報告している.

Toxoplasminに就いては,我国でも,香川.常松等

(1954)によって詳細な研究と観察が行われている.

治療に於いては適確な薬剤は知られていない.管内試

顔(in vitro test)に於いては, atabrineのような

acridine　誘導体が最有効であるが　potassium

antimony tartarate, mapharsen, optochin　ほ長

時間の作用で有効であり　sulfathiazole及び

sulfapyridineほ無軌であつたという(WARREN, D.

andSABIN, A. B｡ Proc. Soc. Exp. Biol.Med.,
51: 15, 1942).

動物試験に於いては, penicilin　は無効であって,

(AuGUSTINE, D. L. , WEINMAN, D. & McALLISTER

J. , Science, 99:19, 1944),また, streptomycin,

chloroqiユine, siユIfamylon, theophylline, toluidine

blue, p-aminobenzoic acidも無効であることが知

られている(CROSS, J. B.and ANIGSTーェIN, L. ,

Texas Rep. Biol. Med. , 6:260, 1948). Atabrine

等は, in vitroでほ有効であるに拘らず,治療効果

は認められず, sulfathiazoleは投与期間中だけは発

育阻止が認められるという(SABIN, A.B. & WARREN,

J･ Proc. Exp. Biol. Med. , 51:19, 1942).また,

sulfathiazoleの適当量を食餌に混じて給与して, RH

株のマウス感染が防禦されたという報告もある(SuM-

MERS,W. A. , Pro. Soc. Exp. Med. Biol.

66:9.09, 1947).しかし,急性症状が抑圧されるだけで′′,

感染が除去されたのではなく,愛染ァウスは保虫者

(carrier)になる場合もあることも観察されている

(WEINMAN, D. and BERNE, R. , J. Amer. Med.

Soc. , 124:6, 1944). EyLES and GoLEMAN (1953)

は,マウスに於いて　sulf｡namidesの比較的の効ー

果　sulfadiazine　とdaraprimェとの協働作用の強

いことを認めている.

人体感染に於いては, sulfonamidesが急性型に対

してば幾分か有効なこともあるが,東急性型及び慢性

型に対しては無効であり　chloromycetin, aureomy-

cm, subtilin , bacitracin, paludrine, nicotic

acid, p-aminosalicylic acid　が無効であったこと

が報告されてい畠(BIELING参照).

我が国に於いてば,城野ー.松本.他(195めめ実験が

あって, EyLES and Co工EMAN (T953)め成績が追認

され,酉加(1958)は, Toxoplasmaの/鞘.織培養に

於いて　sulfaisoxaole及びsulfaisonlizine　に発育

抑制効果を認めたが　atifeomycin及びterramycin

が-層効果的であったと報告している.また,瀬長

(1956)は,ー感染マウスの腹腔洗篠液を加fD干1処理して,

これを供試動物の腹腔内に接種すれば,或確度,マサ

-スに於いては生存期間の延長が見られ,モルモットで

は発死しないものもあると報告しているが,このよう

に実験的研究に於いで慢性感染の動物を獲ることば興

味ある企画であると言わねばならない.

感染径路に就いては,確実には知られていないが,

仮説として, 1)感染動物の食用, 2)感染動物の糞

便で汚染された食物の摂取, 3)感染動物又は病的材料

による泡沫感染又ほ接触感染, 4)吸血昆虫による妓

介等の説が考えられている(WEYER 1951 ; PIEKー-

ARSKI 1950 ; BLANC, BRUNEAU and CHALAUD 1950;

JACOBS,JoNES & MEKTON 1950-1952)　しかし,倉

見等(1956)ほ　Toxoplasma感染のマウスの糞尿の感

染性を認めなかったと言っている.胎内感染の実在に

就いては幾多の信拠すべき報告がある.

我が国に於いては,人体感染に就いて,笠原.石田

(1954),宮川等(1954/55),長谷川･常松等(1954)に

よる啓発的な報告に始まり,和泉.宙空呈.山尾(1957)

は長崎に於いて確証された女児の1例を経験し,宮崎

.平岡(1957/58)ほ九州に於ける10例の検出例を報

告している●　しかしながら,動物から発見したと言

う報告ほ,明治時代から散見されるのであって,峯

(1910)が土竜の肝臓から発見して以来,平戸(1939)

が北海道の狸から,藤原(1941)がメジロ,ノジコ,
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サツ等の野鳥から,浜EH C1948)が北海道の犬から,

山本等(且954)が猶と犬から,石E月(1954) ,松林

(1956)が家鼠及び野鼠から検出し,宮川等(1956)

が病鶏から検出し,松林等(1957)の豚からの検出も

報告されているが,このような調査は動物から人間へ

の伝染を考える上で重要な意味を持っている.中条

c1956ェ)がインドネズミノミ,ヤマトネズミノミ,アカ

イエカ,イエバエ,オウキンバェ等による伝播のヲニ,験

的研究を行い,村本(1956)はゴキブリ体内の虫体の

消長を観察して,興味ある所見を発表している.

Toxoplasma　の胎内感染に関する実験的研究は,

w王LDFUHR (1954)によって報告されているが,それ

によれば,接種感染ラツテから生まれた仔の中, 8頭

の陽性に対して19頭の陰性があり,また,同｢慎染母

体から生まれた仔にも/&幸染されたものと然らぎるもの

とがあることが知られる.また,出産後生育した仔に

就いてほ　SABIN-FELDMAN反応は8頭の陽性と10頭

の陰性が見られ,ーつ▽タス接種試験では3頭の陽性と4

頭の陰性の成績が見られたという｡

人体感染に於ける病理組織学的所見に就いては,

TsssBACH (1954)の詳細な叙述があるが,ーtアサス感染

の場合は余り詳しく書かれていない.木平(1956)ほ･

確口的及び腹腔内接梓感染マウスに於いて,肝臓,柿

鳳日卑臓に血管拡張,轡血,病的増殖,義弟軌細胞核

の破壊及び消失,壊死等が見られ,腎月乱心臓,脂,
ー　　　　　　　　　　　　　　　　　･ ''/ー　ニ.､.

常ほないと言っている｡著者ほ,マlブスの実験的感染

に於いて,病理組織学的に胎内感染の可能性を窺い,

また,胎児感染の有無を知るために接辞試験を併用し

て,この研究を企てたのであるが,なお,二三の薬剤

の効果を知るべく若干の実験を附加した,

実　　　　験

実験1 :接種マウスに別j.る感染怪過

Toxoplasma gondiiほ,東京大学伝習き病研究所及び

九州大学医学部寄生虫学教室から分譲を受けたRH株

を使用し,毎臥dd-k純系マウスに接稀4～5日の

後2.Occmの滅菌生理食塩水を以って腹腔を洗淋し･

吸引して得た液中に虫体を確認し,その0.2-0.3ccm

を次代マウス腹腔に継代接種して保存した.

実験に当たっては　Thomaの血球計算盤を以って

接種感染マウスの腹腔洗瀬液の虫体数を測定し, 4ーェ理

食塩水で稀釈し　1 ccm中に10万虫体前後として,

その0.5ccm宛を新鮮マウス腹腔内に接種し,第1

日から弊死までの経過を観察すると同時に,毎回,任

意に1感染マウスの一部を取りあ机　工チ)し.エ-ーテ)1/

を吸入させて死に至らしめ,解剖学的に直接に腹水で

汚染されるェlょー,.:のない各臓景旨を取りfJJ1して, 1ーSeemの

生理食塩水中で圧挫して粥状とし,これを3頭の新鮮

マウスの腹腔内に注射し,感染成立の有無tェを検索した.

また,感染ーーォウスの諸臓岩旨ほ,病理細織学的検査を行

なうために10%フォノトマリン液固定,パラフィン包

!ー酉.,切片標木を作り,へー-ェアトキシ1)ン.エオジン染色

法を施して鏡検した●

実験成績:-

1)臨床所見から観た感染経過:

Toxoplasma接秤から難死に至るまでの目ーリ,口を逐つ

て,感染マ,lスの外見上の変化を観察すると,節1日

(翌日)までほ格別の病状は認められないが,第2日

は食慾減退の徴が現われ,運動も梢々緩慢になり, ′iォJT

3日に至れば,食慾減退が著明になり,静止して利鞘

を与えねば運動せず,呼吸ほ梢々粗となり,体毛の光

沢も失われて来るのが認められる.第4日には腹部の

膨満が現われ,呼吸困難の所見を呈し,運動は殆ど行

わず,食餌は僅かに摂取する程度であって,角膜の光

沢は減退し,眼絵を閉ぢ,外的刺戟に緩慢に反応する

に過ぎない.こうして,節5日には供試マウスの一部

が弊死し, ^dー].6日にほ仝例が弊死するのであるが,

dd-k純系ヤー7スのToxoplasmaに対する抵抗性の個

体差ほ余り認められないとRIーつてもよい.

2)剖検所見:

] '　　　　　　'1.!. '  ; '�"�".'�".

認められないが,第2日に至れば腹水の増量の傾向と

ともに肝臓及び肺臓も軽度に博大しているのが認めら

れる-脂,肺,心臓等には著変を認め難い.節3日に

なると,腹水ほ:エ7ー激に著明に増量し,淡黄褐色を呈し

て粍桐性を柑び, -頁ーュー:黄白色の雲緊状の浮.描物が数個混

ぎっているが,これは各柿上圧′幸田胞及びFTェ1血球に偽胞

襲(pseudocyst)又ほ自由形(free form)の虫体を

含む集塊である.肝臓は極度の腰大を示すに過ぎない

が,脚蔵は大略1.5-2倍程度の腫大が認められ,こ

の表層部に自若の附若している個所が見られる. 7デーデ臓

は樽に曙大の傾向ほないが,暗赤褐色を帯び,鮮血或い

は浮曙の存7Ⅰーェを思わせる.脂,心臓等にほ特別な変化

ほ認められないが,胸腔にほ淡黄色透明の惨J‡｣.液があ

り,肺臓にほ柊度の萎縮及び充血が現われて来る.腸

管ほ梢々肺少しているのが認められる.第4日に至れ

ば,腹水は4uS々増量し,雲賀状浮.ー露物も大いさを増し
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て小塊状となり,粘桐性も強くなって来る.肝臓は腫

大が著明に認められ,表面には白苔が附著し,軽度の

槌色が認められる.肺臓の唾大は特に著しく≠　表面の

白苔を増して来る.腎臓の鮮血及び浮曙の状態は前日

と殆ど変わらない.腸管の萎縮は,前日のように認め

られるが,これは食餌摂取量が少ないために起きた生

地的現象と思われる.胸腔溶出液は増量し,肺臓には

軽度の縮小及び充血が認められ,炎症の存,tLェを思わせ

る.脂,心臓等には,肉眼的の変化は殆ど認められな

い様である.第5～6日に於いては,腹水は益々粍相

性を増し,肝臓は約1.5倍に腫大し,肺臓も2～3倍

に腫大し,両者共に表面の白苔を増して来るが,全体

として,晴赤色調を帯びて来る.腸管の萎縮ほ殆ど変

わらず,胸腔瀦溜液も増量し,肺臓の萎縮及び充血が

相当強度に見られるが,脳及び心臓には肉眼的変化は

認め難い.

3)接種試験:

Toxoplasmaの実験的感染マウスに於ける各臓器への

浸淫状態を観察するために,腹腔内接種後,毎日,感

染マウスの-部を剖検し,腹水中の虫体に触れない各

臓器及び胎児を取り, 1･5ccmの生ダJi食塩水中で圧

挫して粥状として,それを新鮮マウス3頭の腹腔内に

注入し,場合によってほ第4代まで腹水を以って日日

接種を続行して,感染の存否を検し,表1に示す成績

を得た.

表1各臓器に於ける虫体丁数現率(接柾試験)
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腹水には翌日から罪死に至るまで仝例に於いて虫体

の出現が見られた.脂,肺臓及び血縁にほ,少数例に

は翌日から虫体の存在が認められ,罪3日以降に於い

て出現率が急激に上界している.これは臨沫所見及び

剖検所見と一致している.組織標本の腎臓には虫休の

侵襲が見られるのであるが(後述),尿接種試験に於い

ては,接種翌日から舞死に至るまで,感染を起こす虫

休の出現は証明されなかった.肝臓,腎臓,肺臓等の

各臓器ほ, 2?′'oマ-一キ-ロクー1ム水桁液, 0.5%ヨ-

ドチンキ, 0ー1%昇束水, 5%石炭酸水, 5%クレゾ

-ル液, 70%アノしコーノし等で処理後,滅菌/Ji食塩水で

沈滞しても,なお腹水から附著したと思われる表層の

虫体の残存を認めたので,接種試験には使用しなかつ

た.また,節5日に3頭の胎児を混ぜて一緒にした乳

剤から感染を起こしているので,この場合, 1頭乃至

3頭の胎児ほ虫体を保有していた筈であるが,節4～

5日合計して他の16頭の胎児からは接種陰性であった

から,感染マウスの胎児は1/19乃至3/19の感染率を

示したと云えるであろう.しかし, 1頭の胎児の保有

する虫体は,成熟マウスを感染させるだけの数が足ら

ないということもあり得るので,胎児感染率を接柾試

験で決定することば困難なのかも知れない.

4)病理経織学的所見:

Toxoplasmaの実験的感染マウス各臓器及び胎児に於

ける出現率をへマトキリン.ェオジン染色を行なった

組織切片標本に就いて検索した.

表甘　各臓岩引こ於ける虫休出現率(机織標本)

幣rー下重′[肺1肝L頁J牌
第　0/3
3

日　O%

エ.ェーーo

･
　
〃
　
4
　
〃

〃
　
5
　
〃

o/5

0%

0/3　1/3

Q%　33.3%

O/3

0%

宮千

2/3　1/3

66. 7%33. 3%

児脂
.

0/5

0%

ニーー室-./エ‡e…./;2/

66.…%ー5/67/8

83.3%87.5%

0..∫ 5

O 'V,

1/3　6/7　3/4　8/8 16/16　3/14

33.3%85.7%|75.0%ユ00% 100%,21.4%

表甘に示す如く, Toxoplasmaほ肝臓,腎臓,肺臓,チ

宮等には非常に高率に発見された.脳には虫休は発見

されなかったが,脳乳剤接種試験で感染を起こしたの

であるから　sterileというわけではなく,切片標本

によって虫休を検索することの困難さを語るだけのこ

とである.肺臓に就いても同様のことが云えるであろ

う.腎臓には梢々高率に見られたが,尿接種試験の陰性

結果と照らし合わせて, Toxoplasmaには腎臓透過性が

ないと考え-てもよいであろう. -方,組織学的変化を
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観ると,各臓器共,全体的に相当強い哲血及び浮腫の

像が見られるのであって,各臓器別の所見を叙述すれ

ば次のようになる.

肝臓:

皮膜の直下に沿って,偽好ェオジン白血球が僅かに

存7仁し,淋巴球及び′幸目.織球を]三体とする細胞浸潤の像

が見られ,梢々深部に小結節状の細胞浸潤災があつて,

これには類上皮細胞様に変化したものが混和している

こともあり,壊死化の部分も認められる.また,中心

静泳の著明な馨血があり,皮膜では門膝枝の強い欝

血及び拡張が認められ,皮膜及び小結節状の細胞浸

潤巣には,Toxoplasmaの桑実状の偽胞襲(pseu-

docyste)が散見される｡

腎臓:

皮膜並びに皮F1.と髄呉.の境界に近い皮質の問質に

は,淋巴球及び組織球の少数から成る軽度の初期の細

胞浸潤県が稀に見られる｡この部位に相当する皮膜に

はPseudocysteが認められる.細尿管主部の上皮に

は,脂肪変性が見られ,全体的に著明な鮮血が見られ

る.

肺臓:

気管支上皮細胞の部分的増生が肺胞け晒に認められ

る仏経度の細胞浸潤があり,非常に掛､欝血及び出

血が見られるが,これは普通の炎症性変化であつて,

虫体の発見は極めて困難であった.なお,肺胞内に巨

大細胞が散ィ)I.しているがToxoplasm'aの副ト.によ

るものか否かば明かでない.

牌臓:

外部から位入したのか,血行性に移行して来たのか

ほ明かでないが,皮膜の毛細血管腔にほ柊皮の細胞

浸潤を伴って,相当数のPseudocysteが見られ,そ

の結見局所的に皮膜の肥厚部分が存托する.表面に

ほ附当広範岡の壊死巣が形成されており,この附近の

毛細血管には,特にPseudocysteが多く,単核性細

胞や類上皮細胞の浸潤が認められfreeformの虫休

も散在している.碑髄には塊状の巨大核細胞の浸潤が

諸所に見られ,髄質細粒の核分裂像を認めるが,これ

らの変化がトキップラスマ症に特異的なものであるか

どうかば明かでない｡淋巴液胞ほ欝血件及び浮腫性の

像を果し,液胞全体の萎桁が著明である.要するに,

肺臓に於ける病的変化ば著明であって,Pseudocyste

が牌髄に布石Lェするばかりでなく,淋巴液胞にも数個

の虫休が発見される.

脳:

脳実質に於いては,軽度の欝血及び浮腫が存在する

が,細胞浸潤等の著明な病的変化は認められない様で

ある.脳膜にほ比較的強い炎症性変化がある様に思わ

れるが,それにしても,他の臓器に比して変化ほ軽度

である.

子宮:-

子宮にも強い夢血像が認められる.子宮筋層及び腰

膜下には,結節状或いぼ肺慢性に壊死化を伴った細胞

浸潤があり,この中には多数のPseudocyーSteが存,7I一i

する●細血管腔,主として毛細血管腔にも多数のPseー

udocysteが認められるが,Toxoplasmaは細血管腔

を中心として周辺に拡散して行く様に思われる.毛細

血管の周辺にほ,大戦核球,組織球性の細胞浸潤が

認められToxoplasmaの大部分は大単核球に侵

入し,一部は紡織球性細胞の中で発育し,分裂増殖の

結瓢Plasmodium様のPseudocysteを形成すると

思われるToxoplasmaの浸浮が強くなると,血管

梗塞を起こし,そのために発生したと思われる広範囲

の壊死脱が子宮内の諸所に見られる.また,卵管から

卵溢にかけての芳結合織にも強い細胞浸潤を認め,

Pseudocysteも多数存在するー

胎児及び附属物:

姫娠初期特に早期に於いては,子宮内で死亡した胎

児ほその附属物と融合し,壊死化の像をニュ口:.し,浮腫状

となり,次第に吸収されつゝある像を呈する｡この巾

には石灰沈着を来たした多数のPseudocysteが散在

する.壊死を起こした部分には白血球を主体とした細

胞浸潤が見られる.姫娠後真月の胎児に於いては,肝臓

に数個のPseudocysteが認められるが,これに対す

る組織反応は余り明かでない｡

胎盤にほ著明な轡血及び浮種が認められ,巨大核細

胞,組織.本及び白血球の浸潤が著明であって,Toxo-

plasmaは毛細血管腔内に認められる.要するに,千

宮及び胎鍛の病変ば著明であって,当然,血行附こ胎

熊を通じて虫体が胎児に移行し,それによって死産又

は流産又は胎内感染の起こり得る可能性は,病理細胞

学的にも充分考えられることである.

実験弟:実験的トキソプラス寸症に及ぼす各

種寒剤の影響

実験方法:

ToxoplasmagondiiRH株の5万前後の虫体を20g

前後のddーk純系マウスの腹腔内に接種し,翌日から
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附図1.腹水中のトキソプラスマ 附図2..一IJ肝臓皮膜附近のトキソプラスマ
Pseudocyste

附図3-　肝臓中心静腺附近の細胞浸潤像 附図4.肝臓実質部に於ける細胞浸潤像

附図5.胴臓に於けるトキソプラスマ
Pseudocyste

附図6-　肺臓に於けるトキソブラスマ
Pseudocyste



附図7.子宮毛細血管腔に於けるトキソノ｢ニ;ースーt7

Pseudocyste

附図8.子宮l)ンパ腔内のトキソ/-∪ーー:ス-マ

Pseudocyste

附図9-　子宮筋舷維内に於けるトキソプラスマ

Pseudocyste

附図10.舵娠初jー目脂第'デtE内の才一(灰沈/ーィy{･を起こした

トキツーj｡ニラスーtェPseudocyste



Poxoplasma gondiiのマウスに於ける実験的感染に関する知見補遺

弊死に至るまで,連日次記の薬剤を腹腔内に注射して,

転帰を観察した.対照マウスの生存日数は,個体差が

少なくて,平均5.5日と見られたので,試験マウスに

於いて, 5.5日を基準として,生存日数の延長又は短

縮を判定した｡

束験成績:

1)トリコサミン(Trichosamin)

Irichosamin (名糖産業)は, 1g中SOOmgの2ー

acetylammo-5-nitrothiazole　(aminitrozole)を

含有する額粒であるが,それを生理食塩水で加温椿解

し, Smg/ccの溶液として腹腔内に注射した. Img投

与の場合は何等の効果は見られない. 2mg投与の場

合は生命を救うには至らなかったが, 4O頭中, 27頭

(67.5%3に24時間の生存期間の延長が見られ, 5頭

(12.5っ/a)に48時間のそれが見られた.究死マウスの腹

水中には,勿論多数の虫体が認められたが,対照に較

べて増殖が%程度に抑制されているようであって,腹

水の精鋼性も少なく,腹水量も一般に少なかった.し

かし, 5mg投与の群ではェ腹水中の虫体の増殖は対照

に比して幾分か抑制されていた様であるが,生存期間

は1 5例申1 2例(80%)に於いて,平均約24時間の

短縮が認められ,薬剤の毒性の影響が考えられた.一

ェォ,隔日2mg宛注入した場合ほ, 30例中19例(63.3%)

に約12時間の生存期間の延長が見られた.

2)レダキン(Lederkyn)

Lederkyn (Lederle)は, sulfamethoxy-pーyrida_

zine (3ーsulfanil-amido-6-methoxy-pyridazine)の

粗末であって,これをIOmg/ccの生理食塩水溶液と

して実験に供したが, 3mg及び5mg宛注入した各

群でば,各別の効果は見られなかった. 7mg宛注入し

た場合にほ対照に比して14-20時間程度生存期間が延

長し,腹水中の虫体の増加も幾分か少ない様に思われ

た.また, 1週間前から毎日5mg宛投与した後,

Toxoplasmaを接種した例では,対照と何等の差異を

認めなかった.

3)ナイトロミン(Nitromin)

Nitromin (吉富)は, methyl-bis-( β -chloroethyl)

-ammo-N-oxide hydrochlorideを50mg/Scc含有

の注射薬であるが,これを0.Img/ccの生理食塩水溶

液として腹腔内に注入した. 0.Olmg投与の群では対

照との差異は殆ど見られなかった. 0.OSmg及び

0.Irng宛の場合は,対照に比して12-36時間の生存

期間の短縮が認められ,腹水中の虫体の増殖率が克進

する様であったが,腹水の粘桐性は低下し,細胞性成

分の溶出が抑制されたかに考えられた.
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4)レゾヒン(Resochin)

Resochin(Bayer)は,.Seem中2SOmgの7-

chloroー4-(4-diethylamino-lーmethylbutylamino)

-chmoline-diphosphate(chloroquinine-diphos-

pnate)を含有する注射薬であるが,これを生理食塩水

を以って10倍に稀釈して用いた.1mg及び2mg注入

の群では特別の効果は認められなかったー5mg投与

の群では,25例中16例(64%)に於いて12-18時間生

存期間の延長が見られたが,効果は云うに足りない.

5)其他の薬剤

上述の薬剤の他,カチ-フ(Kativ:vitaminK),

スチブナ[ル(Stibnal),マイシリン(Mycillin),

アクロマイシンV(AchromycinV)等による影響を

見たが,格別の効果を期待し得なかった.しかし,継代

接種中に偶然侵入した雑菌を抑圧するためには,アク

ロマィシンーⅤ及びマィシリンは極めて有効であった.

要するに=.著者の実験に関する限り,レダキン,卜

1)コサミン,.レー}ーヒン等は,実験的トキップチスマ症

の感染動物の生存期間を幾分か延長させたに過ぎず,

感染防止又は治療効果は全然認めれらなかった.

実験粗-:精紳薄弱児に別j-るトキソプラスミーエ/皮内

反応

長崎大学医学部神経精神医学教室に於ける精神薄弱

児調査の一癖に協力する職会を与えられ,長崎市及び

諌早市に居住する満6才から15才迄の精神薄弱児71名

に就いて,トキソプラスミン皮内反応を試みた.東京

大学伝染病研究所製作の抗元液を九州大学医学部寄生

虫学教室から分譲を受けて使用した.

莫験方法:

前夜入浴せしめた被検児童の右前腕内側皮内に抗元

液0ーiccmを注射し,24時間後及び48時間後に発赤及

び浸潤の状態を測定し,直径10mm以上の発赤の発現

を以って陽性とした.同時に左前腕内側皮内に0.iccm

の生理食塩水を注射して対照とした.

実験成績:

10日間隔で2回実験を反復した結果,71例申6例

(8.4%")の陽性者を認め,これを年令別並びに性別に

分けると,10歳(#),12歳0牀,13歳(1/14),15歳

(%)となり,男(5/42),.女a/29)となる●この陽性者

全例に於いて,ユ0日間の間隔をもって3回腰椎穿刺を

行い,髄液7-10ccmを採取し,SOOOr�"p�"m-5分

の遠心沈澱の沈擾を塗抹し,ギムザ染色を施して鏡検
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するとともに, 3頭の新鮮マウス腹腔内に4代まで腹

水を以つて日日接種して継代したが, 1例も虫体を検

出し得なかったのは,技術上の不熟練に帰せられるか

も知れない.

以上の如く　Toxoplasma　の検出は不成功に終わ

ったが, 8.4%のトキツプラスミン陽性率が得られた

し,また,宮崎｡平岡(1956)がょ剥杏県下の1少女か

ら虫体を分離しているので,この6例の中にも実際に

はトキソプラスマ症が存在するものと考えられる.な

お,詳細に就いては,後日,同教室から発表されるで

あろう｡

概　　　　括

Toxoplasma gondii RH株のdd-K純系ー<ウスに於

ける実験的感染の経過を観察した｡

1) dd-Kーー二1ウスは, Toxoplasmaに対する抵抗力

の個体差は少なくて,例外なく接種後5～6日目に弊

Kl^.

2)剖検所見によれば,腹水は増量し,粍桐性とな

り,上皮細胞及び白1白1球並びに集落形と自由形の虫体

を含む雲架状の浮添物を含む｡日エヤ.日蔵,肝臓は腫大し,

表面に白苔の附着を見る｡腎臓は轡血及び浮腫を示

し,肺臓は萎縮して充血があり,胸腔には淡黄色の透

明な珍出液が瀦溜しタ腸管は極度に縮小している.心

減及び脳には肉眼的変化は認められない.

3) <選染マウスの腹水には接種の当日から弊死に至

るまで虫体が消失せず,また,解剖学的に腹水に直接

触れることのない臓器及び胎児過びに体液の接種試験

によれば,脂,節,血液の感染率ほ,最初1～2日は

低いけれども,節3日以後は我然著日/月な上昇を示す.

鼠感染は最初から殺後まで1例も認められなかった.

3頭の胎児を混合挫砕した乳剤から新鮮マウスに感染

を起こした1例があった｡

4)切片標本に於ける虫休の存和ま,肺臓及び子宮

には100%に認められ,肝臓及び腎臓には高率に認め

られるが,肺臓では検出が困難であり,脳では1例も

なく,接種試験の成績と一致するとは限らない.腎臓に

は虫体が高率に認められるに拘らず,尿按柾試験が陰

性であるということば(前述), Toxoplasmaの腎臓透

過性が否認されることを意味するであろう.胎児14例

中3頭の肝臓に虫体が認められた.

5)病現抑織学的所見として,各臓器全体を通じ

て,酌(1ー.I,'l'l lftー1.ーー1 J-1ーー[ー下E.ーェーM l?二;i:ー) ;さi�"J下<!;ii-',ー,F薄ijli;よ{. rュ｢.ーl拭,

子宮に於いて病変が著しく,細胞浸潤及び壊死が著明

に認められる.姫娠初期殊に早期に於いて,胎児と胎

盤は融合して壊死に陥り,石炭化した多数の偽胞襲の

虫体が散在するのが認められた.これによつて,死

産,流産,早産及び胎内感染の可能性が考えられた.

6)実験的感染マウスの転帰に及ぼす諸種薬剤の影

響を観察した｡ 2mgのトリコサミンの連用によって,

24-48時間の生存期間の延長が見られ, 7mgのレダキ

ンによって14-20時間のそれが見られ, 5mgのレゾ

ヒンによって12-18時間のそれが見られたに過ぎず,

いづれも生命を救うに至らず, 0.05-0.imgのナイト

ロミンは反対に生命を短縮した(12-36時間).

なお,実験的研究とは別であるが, 6-15才のフ1名

の精神薄弱児(男42名及ブJー:女29名)に就いて,トキリ

ブラスミン皮内反応を試み, 6例(8.6%)の陽性成

績を得たが,それから虫体を検出することに成功しな

かった.

摘筆するに当たり,終始御懇篤な御指導と御杖閲を

賜わった恩師登倉登教授及び三谷靖教授並びに病理組

織学的検索に御教示を賜わった林一郎教授に対して感

謝の意を表するとともに,長崎大学風土病研究所長大

森南三郎教授他教室L一主-同相.びに長崎刑務所医務部長

矢次万里博士他職員一同の御援助に衷心感謝する次罪

である｡
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Summary

To begin with, it was observed that mice, dd-K in pure line, without exception

succumbed at the 5th to 6th day after intraperitoneal inoculation with the strain RH of

Toxoplasma gondii. The fatal infection was found to be characterized by sticky exudates,

containing whitish floccular flotages which were formed of epithelial cells, leucocytes and

parasites in colonial and free forms, in the peritoneal cavity. Furthermore,inflammatory

lesions with enlargement of internal organs were found in the spleen and liver, being in

places sticked by whitish furs. The kidney showed congestion and edema. The lungs were

found to be contracted with congestion in the pleural cavity having serous, slight-yellowish

and translucent exudates. There were no macroscopical changes in the heart and brain to

be seen.

The presence of the parasites in the blood, brain and lungs was demonstrated by the

inoculation of mice therewith, while the urine in 68 cases showed no incidence of being

infected, which suggested that the organism was in essence impassable through the kidney.

The presence of the parasites, pseudocysts and free forms, in paraffin sections stained

by hematoxylin-eosin method was found in the spleen and uterus by 100%, and in the

liver and kidney by a fairly high rate, but it was no easy matter to demonstrate microscopi-

cally the parasites in the lungs and brain. The parasites were witnessed in the liver in 3

out of 14 fetal specimens.

Concerning the pathohistological findings in general, there were congestion, hemorrhage

and edema in all organs to be seen, Especially, noticeable pathological changes were

observed in the spleen, liver and uterus, representing pictures of infiltration of mononuclear

and epithelial cells, associated with necrosis. The uterus in early stage of the pregnancy

showed an interesting picture that the embryo was brought into confluent contact with the

placenta, undergoing necrosis, and a good many pseudocysts suffering calcification were

found to be scattered therein. Thus, from a pathohistological point of view a possibility

of diaplacental infection with Toxoplasma gondii of the fetus, and that of abortion, stillbirth
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and premature delivery consequent on it were considered to be conceivable.

In any treatment tried with trichosamin (aminitrozole) , lederkyn, nitromin, resochin,

vitamin K, stibnal, mycillin and achromycin, there was no or few curative effect to be

seen.

By request of the Psychiatric Institute at the Medical Faculty of Nagasaki University,

In 71 feeble-minded children from 6 to 15 years of age the skin test with toxoplasmin

was executed, and a positive reaction was obtained in 6 cases of them (8.6%) . The results

in full detail will be before long reported by the Psychiatric Institute.

(TOKURA, N. )
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